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石巻広域クラブ書記 川上 直哉  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
                                                       

２０２５年２月号 

THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y'S MEN'S CLUBS 

 

石巻広域クラブ通信 ＜№１０１＞ 
THE Y’S MEN’S CLUBS OF ＧＲＥＡＴＥＲ ＩＳＨＩＮＯＭＡＫＩ 

ＣＨＡＲＴＥＲＥＤ ＭＡＹ２８，２０１６ 

 YMCA-ISHINOMAKI-CENTER 

KyuEikoyochienchinai2-12-3,Okaidokita, 

Ishinomaki, 986-0854,Japan 

〒986－0854 石巻市大街道北 2－12－3 

旧栄光幼稚園 2 階 YMCA 石巻センター 

電話 090-1373-3652(川上) 090-2365-7940（清水） 

E-mail：gishinomaki@gmail.com     E-mail: koichi6759@outlook.jp 

1 月例会出席 9 名 在 籍 会 員 数    17 名 各種記録 月実績   年度 累計 

メンバー 8 名 月 間 出 席 者 8 名 スマイル 4,900 円 62,670 円 

ビジター・メネ 0 名 メーキャップ 1 名 ファンド 3,300 円 29,302 円 

ゲスト・コメ 1 名 月 間 出 席 率 53％ BF 0 円 0 円 

会 長  関川 祐一郎 

副会長  石川 光晴 

書 記  川上 直哉 

会 計  清水 弘一 

直前会長 青木 満里恵 

担当主事 半澤 明美 

監 事  石田 信正 

 

 

     

＝＝ 2024－2025 年度 主題 ＝＝ 

クラブ会長 関川祐一郎「お互いを知り、支え合いながら、地域を愛し、地域に奉仕しよう！」 

北東部部長 大久保知宏（宇都宮）「戦略 2032 を意識して 」 
東日本区理事 山田公平（宇都宮）「ワイズの方向性を見極める」 

アジア太平洋地域会長 ジョウン・ウオン（香港）「大きなインパクトを起こそう」 

国際会長 A・シャナヴァスカーン（インド)「より良い世界のために、共に」



 

＜今月の聖句＞ 

「赦しはあなたのもとにありま

す。あなたが畏れられるために」

(詩編 130：1 ) 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

■1 月データ ／ 2 月号内容：2 月例会プログラム・巻頭言「30 年の阪神淡路・15 年目

の東北・1 年の能登」、1 月例会報告、2～4 月クラブスケジュール、3 月例会案内、ヨガ

教室案内、3.11 追悼礼拝・感謝の会案内、YMCA 報告、アジア大会・区大会案内等 

石巻平和七夕 2024 の案内 

2024－2025 年度年次総会のお知らせ、東日本区十勝大会報告、など 

 「30 年の阪神淡路・ 

15 年目の東北・１年の能登」 

 

 

 

 

 

＜強調月間＞ TOF(断食のとき)/FF(ファミリ―ファスト/ 

HTW(世界を癒そう) 

 2025年２月第一例会プログラム 

日 時  ２月２１日（金）18:30～20：30 

 場 所  石巻山城町教会 

＜例会プログラム＞         司会：川上直哉 

１．開会点鐘            会長 関川祐一郎                               

２.ワイズソング・ワイズの信条        一同                     

３.ゲスト・ビジター紹介                     司会 

４.会長あいさつ                             会長 

５.食前感謝                 会長              

６.食事と懇談                   

７.メンバースピーチ 川上直哉メン・灯コメット 

  テーマ：「震災を忘れない」ことの意味を考える 

８.諸報告とアピール             担当  

  ①仙台 YMCA 報告②3.11 追悼礼拝と感謝の会の件

③3 月第一例会と神戸ポートクラブとの DBC 交流

会について④神戸ポートクラブチャリティコンサー

トの件⑤DBC 東京むかで Y・Y・Y シニアキャンプ

の件 ⑥東・西日本区大会の件 ⑦その他諸報告                                        

９.ニコニコ                 会計 

「TOF／FF のために」                            

１０.ハッピーバースデー                      会長 

     2／15：日野峻さん 

１１.閉会挨拶と点鐘      次期会長 石川光晴                          

                              

 

「春をかさねて」という劇映画があります。そして

「あなたの瞳に話せたら」というドキュメンタリー映

画があります。どちらも、震災遺構・大川小学校で仙

台ＹＭＣＡがお世話になった佐藤敏郎さんの御長女・

佐藤そのみさんの作品でした。2019 年に完成したそう

ですが、自主映画で、小さく東京などで公開されて来

たそうです。それが、徐々に大きな評判を呼び、今、石

巻イオンシネマでも、毎日 3 回、上映されています。

本当に素晴らしい映画でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜次ページへ続く＞ 

 

 

 （次ページにつづく） 
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日 時 2024 年 11 月 22日（金）18:30～20:30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜１面から続く＞ 

そのみさんは、妹さんを大川小学校で亡くされまし

た。それ以来「余生」を送って来たつもりになっていた

自分を、東京で恥じたそうです。「いつか大川小学校を映

画にしたい」と願い、映画学校に入ったのですが、映画

につい 

て何も知らない 

ことに挫折感を 

味わったそうで 

す。そうして生 

まれたのがこの 

映画でした。 

 

映画の中で、そのみさんが自省して語ります。「こんな

映画を作っても、何にもならないのではないか。本当の

ことは、結局、伝わらないのではないか。忘れない、と

いう言葉は、いつかきっと、むなしいスローガンになる

のではないか」と。そして、劇映画の中で、主人公であ

る「大川中学 1 年生の優等生・金野祐未」は、妹を亡く

した 2011 年を、たくさんの取材に応えながら過ごして

いる。取材に応える言葉の、その全部が「嘘」であるか

のような、そんな思いにとらわれている。上手・下手（か

みて・しもて）というドラマの定石を、実に丁寧に踏まえ

ながら、言葉に頼らずに、見事に劇映画は作者の思いを

伝えていました。（↓震災遺構旧大川小学校写真） 

そして、そのみさ

んは、お父さんを見

つめます。「こんなこ

としかできないか

ら」と語り、語り 

部を続ける父親を見つめて、「語り継いでいくことしか、

私が私として生きる道は、ないのだ」という思いを、そ

っと、静かに・悲壮に、この映画で示しています。 

 

私は牧師です。葬儀を行います。その際、いつも、こ

の「悲壮」を感じます。虚無が、そこにある。それと戦

うために、立ち尽くす。それが宗教者の葬儀における役

割になります。宗教者は、そこに神話と儀式を挿入しま

す。それは、効果があります。でもそれは、技術にすぎ

ません。技術に過ぎないものを過大評価して頼りすぎる

と、それは詐術になります。「語り部」も「映画」も、そ

の点ではきっと同じなのだと思います。 

 

では、どうするか。 

 

「語れない」ことを「語れない」として、言葉を飲み込

み、ただ、そこにいる。何もしないことを、する。語ら

ない、ということをして、語る。 

この映画は、そうした素晴らしい見本になっていまし

た。 

 

 

 

 

 

2025 年 1 月を経て、阪神淡路大震災から 30 年が経ち

ました。2024 年の終わり頃、私はどうしても、現地に行

かねばと、心騒がしく、落ち着かなくなりました。能登

震災からの 1 年の間に、能登の現場との心の距離を痛感

し、2011 年の時の阪神淡路の皆様の「淋しさ」を強く想

像させられた結果でした。そして私は幸いなことに、2025

年 1 月 17 日の神戸に行くことが出来ました。そして私

は、私たち東日本大震災の体験者が「阪神淡路」と「能

登」の「ちょうど中間」に立っているのだと、実感させ

られました。 

 

・・・阪神淡路から始まった「ボランティア」は、東日本大震

災の時に、少なくとも宗教者のあいだでは、大きく開花した。

行政ではない福祉、役所ではない支援。そうしたものが「迷惑

でも・求められていなくても」突撃するように、現地に入り込

む。そうして初めて、助かる命もある。「能登」では、その「ボ

ランティア」の大きな花は、激しくしぼんでしまった。・・・・で

も、Ｄ－ＭＡＴと呼ばれる医療者の動きは、洗練された。そし

て、その影の部分が色濃く現れた。仙台ＹＭＣＡの堀越さんは、

その現場に行って私たちにそれを報告してくれた。「人さらい」

と呼ばれる、高齢者の「1.5 次避難所」への移動、という矛盾。

新しい課題が、進歩の先に立ち現れている。・・・・そして、原発

事故は人為的に風化し続ける。「ハンフォード」に範をとった

「イノベーションコースト」が構想されている・・・ 

 

中間地点に立つと、見えることがあります。「語れない」

ことを飲み込み苦しむ、そのままの自分が、中間地点に

立つことで、語るべき言葉があふれてきます。 

立つためには、場所が必要です。語れない自分・何も

できない自分が安心して立つことが出来る場所が、必要

なのです。ワイズメンズクラブに、私はそうした「居場

所」を得ました。キリスト教では（イスラム教も・ユダヤ教も、

同じですが）「居場所を与えて支えるチカラ」を「神」とか

「主」とか「アッラー」とか「天」と呼んでいます。そ

のチカラは、確かに、私たちの間に確認される。そんな

ことを実感して、感謝の念を募らせています。 

（↓阪神淡路大震災発生時の神戸と能登輪島町野町写真） 
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 日 時 2025 年 1 月 24日（金）18:30～20:30 

 場 所 YMCA 石巻センター 

出席者 青木満里恵、阿部かよ子、石井龍子、梶原友広、

川上直哉、関川祐一郎、清水弘一、半澤明美、

＜ゲスト＞ 浅井知佳（横浜在住） 

１．開会点鐘            会長 関川祐一郎                               

２．ワイズソング・ワイズの信条        一同                     

３．ゲスト・ビジター紹介                     司会 

４．新年のあいさつ                            会長 

５．食前感謝                 会長              

６．食事と懇談                   

７．メンバースピーチ        

石巻祥心会くじらのしっぽ 阿部かよ子さん 

  テーマ：「新たな挑戦」~ 障がい福祉に出会い 24 年 ~ 

８．新年の抱負と近況報告           全員 

９．諸報告とアピール             担当  

  ①能登半島支援報告②2・3 月第一例会日の変更と 

  3.11 記念礼拝について③次年度クラブ役員選出につ

いて④その他諸報告                                        

１０．献金「YMCA 国際・地域協力募金のために」会計                   

１１. ハッピーバースデー  

2 日平井順子さん 3 日林成江さん 12 日木村千寿子さん 

21 日千葉寿恵さん 26 日石川優子さん 28 日櫻井宏之さん 

１２．閉会挨拶と点鐘       副会長 石川光晴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 2025 年 2 月 14 日（火）16：30～18：30 

場 所 カフェ ストーンラップ（中央二丁目） 

出席者 関川祐一郎、石川光晴、青木満里恵、川上 

直哉、清水弘一、石井龍子、大林健太郎 

＜プログラム＞ 

１．開会点鐘             会長 

２．ワイズソング           省略 

３．会長あいさつ           会長 

４．軽食               一同                

                                     

５．報告事項 

（１）１月第一例会の開催報告 

日 時 2025 年 1 月 24 日（金）18：30～20：30 

場 所 石巻センター 

出席者 1 月例会報告に同じ 

ニコニコ 4,900 円 

（２）阪神淡路大地震 30周年記念プログラム報告 

日 時 2025 年 1 月 17 日（金） 

場 所 神戸市内 

出席者 川上直哉、川上灯コメット 

2025年１月第一例会報告 

 

２月拡大役員会報告 

 

               ＜例 会 報 告＞ 

                書記 川上直哉 

2025 年 1 月 24 日（金）午後 6時半から、例会を

行いました。例会には偶然にも、亡きお父様が長く

石巻栄光教会かかわってくださったに横浜在住の浅

井知佳さん（↓左下写真）もゲストでご参加くださいま

した。旅の途中でお寄り下さったとのことでした。 

  今年度のクラブの方針とし

て、例会では「メンバースピー

チ」を多く行おう、と定めてき

ました。前回の石川さんに続

き、今回は阿部かよ子（写真↓）

さんでした。「神は細部に宿る 

というのが日本の文化だそうで

す（ちなみに、英語では「悪魔は細

部に宿る」と言うそうです）。私たち

の仲間の日常の一つひとつに、

神様のすばらしい働きが輝いて

いる。そんな事を、今回も感じ

ました。 

 阿部かよ子さんは、もう四半世紀もの間、福祉の

現場で働いておられます。障碍（がい）と共に生き

る人々とも、「地域の仲間」として、当たり前に、一

緒に生きる、そんな故郷・鮎川の良い伝統を今に引 

  

 

 

き継ぎ、活かしておられました。そんなかよ子さ

んにとって、今年度は転機になったそうです。

NPO 法人「奏海の杜」の事業を引き継ぐ、という

お役目に当たられることになりました。 

かよ子さんは社会福祉法人で長く働き、ずっ

と、「障がい者」を専門に福祉事業を担いまし

た。そして、海の近くで働き・生活してきたので

した。新しい職場は NPO 法人であり、お世話する

相手は「障がい児」であり、そして現場は内陸部

です。 

「新しいこと」への挑戦に、新しい発見が続い

ていることを、活き活きと、かよ子さんはお話し

くださいました。「学校無償化」「保育士待遇向

上」といった政策の背後にある矛盾を、現場か

ら、私たちは聞きました。私たちにできる事は何

だろうと、肌身に触れるような実感をもって、考

える時間になりました。 

 まずは NPO 法人「奏海の杜」が開いているカフ

ェに行ってみよう。そんなことを話し合って、1

月の例会を終えたことでした。 

 

 

 



- 4 - 

 

（３）仙台 YMCA2024 年度全体研修会の報告 

日 時 2025 年 2 月 11 日（祝）9：30～16：30 

場 所 仙台ＹＭＣＡ立町会館 

出席者 関川、川上、清水 

 内 容 ①開会礼拝（関川牧師）②職員研修会報告 5件 

③ワイズアピール（関川会長）④基調講演テーマ 

：「こどもまんなか社会を一緒に考える」 

講師：佐渡加奈子氏（東京ＹＭＣＡ評議員） 

    ⑤分団協議：YMCA の一員として「何を大事にする」 

６．協議事項                議長 関川祐一郎                               

（１）2025年 2月第一例会の開催について 

日 時 2025 年 2 月 21 日（金）18：30～20：30 

場 所 石巻山城町教会 

メンバースピーチ 川上直哉書記（石巻栄光教会） 

     テーマ：「大震災 30 年・15年目・1年」 

（２）東日本区次期クラブ会長・部役員研修会について 

日 時 2025 年 3 月 8 日(土)13 時～3月 9日(日）12 時 

場 所 日本ＹＭＣＡ同盟東山荘 

出席者 石川次期会長、清水区行政監事 

（３）2025年 3.11 記念礼拝と 3 月第一例会について 

＜３．１１記念礼拝＞ 

日 時 2025 年 3 月 11 日（火）14：30～15：30 

場 所 石巻栄光教会 

内 容 全国のワイズ/YMCA をオンラインでつなぐ 

 司式者とプログラム 別紙案（3.11 追悼礼拝と感謝の会）

メッセージ：阿部頌栄（仙台富沢教会牧師） 

奏楽：吉永肇子（YMCA 長町こども園） 

＜第一例会＞ 

日 時 2025 年 3 月 11 日（火）18:30～20:30 

場 所 石巻グランドホテル 

プログラム ①川上恵さんの入会式 ②神戸ポートク

ラブとの DBC 交流会 

（４）（仮）福島クラブ設立準備意見交換会について 

日 時 2025 年 3 月 10 日 10：30～12：00 

場 所 福島主のあしあとキリスト教会 

出席者 大島博幸牧師、山下次期理事、川上、清水 

（５）24-25後期年会費・北東部費・各種献金納付の件 

①2024年 7月 1日現在 15名②2025 年 1 月 1 日現 17 名 

③別紙案参照 

（６）DBC 神戸ポートクラブチャリティコンサート参加

について 

日 時 2025 年 4 月 26 日（土）14：00～16：00 

場 所 神戸聖愛教会礼拝堂 

参加予定者 川上直哉・恵、石井龍子、大林健太郎、 

清水弘一 

（７）DBC 東京むかでクラブ 2025シニア Y・Y・Y キャ

ンプ開催への参加について 

日 時  2025 年 5 月 30 日（金）～6 月 1日（日）  

場 所 YMCA 山中湖センター 

内 容 別紙資料参照、日帰り、部分参加可能 

 参加者 参加申し込みは清水ワイズまで 

（８）第 28回東・西日本区大会参加と 2026 大会 

アピールについて 

 ＜東日本区大会（宇都宮）＞ 

日 時 2025 年 6 月 6 日（金）～7 日（土） 

場 所 ライトキューブ宇都宮 

 ＜西日本区大会（神戸）＞ 

日 時 2025 年 6 月 14 日（土）午前 9時～午後 

20時 前夜祭は 13 日 

場 所 ANA クラウンプラザホテル神戸 

（９）第 31回アジア太平洋地域大会熊本 2025への 

参加について（↓スケジュール一案 ） 

日 時 2025 年 8 月 1 日（金）～3 日（日） 

場 所 熊本城ホール、ホテル熊本日航など 

参加予定者 川上、清水 

 

 

 

 

 

 

 

（１０）ハポン・ハセクラ協会東北クロシングⅡ 

開催支援について 

日 時  2025 年 4 月 6 日（日）～4 月 11日（金） 

内 容 ➀ 4 月 9 日（水）松島瑞巌寺出発～日和 

山出迎え、夕食会 ② 4月 10日（木）月の浦 

出発見送りと Wack 女川スタジアムでの出迎え、 

夕食会への参加（↓写真来日ランナー） 

参考資料 ハポン・ハセクラ後援会ウェブサイト：  

 

 

 

 

 

 

（１１）クラブブリテン 2 月号の発行について 

・発行日 2025年 2月 21日（金） 

・内 容 ①2 月号巻頭言（川上）テーマ：「大震災 

30年・15 年目・1 年」②1 月第一例会報告（川上） 

③ 仙台ＹＭＣＡ全体研修会報告（関川会長） 

④ 3.11追悼礼拝と感謝の会案内 

（１２）2026 年東日本区石巻大会ホスト実行委員会 

に関する件 

・基調講演者の候補 

・東日本大震災記念誌の発行について 

・物販販売コーナーの企画について 

（１３）その他（今年度後期年会費納入のお願い、 

その他） 

 

７．閉会あいさつと点鐘      石川次期会長                            

7/31 :仙台～福岡空港～熊本ＪＲ（市内泊） 

8/1 :熊本大会（第一日目）  （ 〃 ） 

8/2   〃    （第二日目）  （ 〃 ） 

8/3   〃     (第三日目)（市内又は周辺観光地泊） 

8/4 市内又は周辺観光（福岡空港～仙台空港） 

https://www.japonhasekura.com/  
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クラブスケジュール  （２～４月）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

                担当主事 半澤 明美  

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム名 月 日    場 所 

クラブ 2 月第一例会 2 月 21 日(金) 石巻山城町教会 

YMCA ヨガ教室（Ｐ45） 2 月 26 日(水) 新蛇田集会所 

次期会長・部役員研修会 3 月 8 日

(土)~9 日(日） 

東山荘 

（仮）福島新クラブ設立

意見交換会 

3 月 10 日(月) 福島あしあと教会 

10:30~ 

3.11 記念礼拝 3 月 11 日（火） 石巻栄光教会 14：30 

3 月第一例会 3 月 11 日（火） 石巻グランドホテル 

18:30~ 

3 月拡大役員会 3 月 28 日（金） 石巻山城町教会 17 時 

4 月拡大役員会 4 月 11 日(金) 石巻センター17 時 

第 2 回区大会ホストク

ラブ実行委員会 

4 月 19 日(土) 石巻センター 

15:00~ 

4 月第一例会 4 月 25 日(金) 石巻センター 

神戸ポートクラブチャ

リティコンサート 

4 月 26 日(土) 

~27 日（日） 

神戸聖愛教会礼拝堂 

 

Y M C A 報 告 

① 春のプログラム募集を開始 

２月１９日（水）から春季プログラムの申し込

み受付が始まりました。スキーキャンプをはじめ

水泳や親子クッキング、キッズ英会話、運動あそ

びなど幼児から中学生を対象に様々なプログラ

ムが用意されています。 

 

② 仙台 YMCA 全体職員研修会 

２月１１日（火）立町会館にて研修会が開かれ

ました。職員とワイズメンズクラブ会員を合わせ

て約２３０名が集い、「みつかる、つながる、よく

なっていく YMCA と私となるために 2024」を

テーマに研修を行いまいました。 

礼拝では関川会長より「真実の愛」についての

説教をいただき、ワイズアピールの際も石巻の活

動の紹介をしていただきました。 

清水さん、川上牧師にも参加いただき、学びの

深い時間となりました。（↓写真） 

 

③ 社会福祉法人で野外保育場を準備中です。 

子どもたちの自然環境豊かな場所での経験を

大切にしている保育園、こども園では YMCA の

強みをいかせる環境づくりとして仙台市泉区福

岡に山を購入し、野外保育場の準備を進めていま

す。（仙台市泉区福岡字西上野原 30-1） 

次年度より子どもたちや保護者の力を借りて、

少しずつ整備していく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.11記念礼拝・３月第一例会のご案内 

東日本大震災から 14 年、3.11 記念プログラム

の実施に伴い、3 月第一例会を下記の通り変更 

して行いますので、ご了承くださいますよう 

ご案内いたします 

＜3.11 追悼礼拝と感謝の会＞ 

日 時 2025 年 3 月 11 日（火）14:30~15:30 

場 所 石巻栄光教会礼拝堂 

＜３月第一例会＞ 

日 時 2025 年 3 月 11 日（火）18:30~20:30 

場 所 石巻グランドホテル 

内 容 ➀川上恵さんの入会式②DBC 交流会 

 

 

 

3.11追悼礼拝と感謝の会プログラム 

＜礼 拝＞  14:30~15:10 

説教：阿部頌栄牧師 

奏楽：吉永肇子 

説教：「小さな声がわたしたちを動かす」 

＜感謝の会＞ 15:15~15:45 

主催者あいさつ 

共催者あいさつ 

出席者の紹介 

合唱：「30 年の阪神淡路・15 年目の東北・ 

   1 年の能登を覚えて」 
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YMCA ストレッチヨガ教室 

パート 45 開催案内 

 

 

 

 

第 31回アジア太平洋地域大会 

第 28回東日本区大会（宇都宮） 第 28回西日本区大会（神戸） 


